
（別紙３）

〜 令和 ７ 年 １ ⽉ ２５ ⽇

（対象者数） 1名 （回答者数） 1名

〜 令和 ７ 年 ２ ⽉ ４ ⽇

（対象者数） 5名 （回答者数） ５名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 公園には⼿作りの遊具を設置（アスレチック/鉄棒/うんて
い）などがあります。

2 毎⽉の便りを発⾏して、児童の活動の様⼦を伝えています。

3 マンネリ化しないよう、楽しく活動できる様にプログラ
ムの数を増やしています。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1 まずは、地域の公園や児童館との交流の機会を設ける。

2 年に２回の避難訓練を⾏なっていますので、保護者に開催後
に報告していく。

3 今後も保護者会や保護者参加型イベントの開催を設けたいと
思います。

事業所の敷地内に⼤きな公園があり、児童が⾛り回って遊べ
るぐらいのスペースがあります。

公園には⼿作りの遊具を設置（アスレチック/鉄棒/うんて
い）などがあります。

保護者との連携やコミュニュケーションを図るようにしてい
ます。

⽇々の児童の様⼦を連絡帳や送迎時に保護者に伝えたり、モ
ニタリングや来所時に情報共有を⾏うことで職員と保護者と
の信頼関係を深めて⾏きます。

運動プログラム（体感・サーキットトレーニングなど）を通
して活動している。

⽇々のプログラムを児童が飽きないように職員で考え⼯夫し
ています。

保護者会の開催が出来ていない。
以前は開催してましたが、出来てなくて代わりに会社のイベ
ントなどを開催し保護者同志の連携を図っています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域との連携がなかなか出来ていない。 児童館等との交流する機会を設けて⾏きたいです。

事業所で避難訓練の開催の周知が保護者に出来ていない。
事業所の便りなどで避難訓練を⾏なっている写真などを載せ
る。

令和 ７ 年 １ ⽉ ２５ ⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和 ７ 年 １ ⽉ ３１ ⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ローゼルこどもDayさぽーとV

○保護者評価実施期間 令和 ６ 年 １２ ⽉ １ ⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表



（別紙３）

〜 令和 ７ 年 １ ⽉ ２５ ⽇

（対象者数） 19名 （回答者数） 19名

〜 令和 ７ 年 ２ ⽉ ４ ⽇

（対象者数） 5⼈ （回答者数） 5⼈

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 児童が楽しめるアトラクションを増やして遊具を充実させ
ます。

2 毎⽉の便りを発⾏して、児童の活動の様⼦を伝えています。

3 マンネリ化しないよう、楽しく活動できる様にプログ
ラムの数を増やしています。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1 まずは、地域の公園や児童館との交流の機会を設ける。

2 年に２回の避難訓練を⾏なっていますので、保護者に開催
後に報告していく。

3 今後も保護者会や保護者参加型イベントの開催を設けたい
と思います。

○事業所名 ローゼルこどもDayさぽーとV

○保護者評価実施期間 令和 ６ 年 １２ ⽉ １ ⽇

○保護者評価有効回答数

令和 ７ 年 １ ⽉ ２５ ⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和 ７ 年 １ ⽉ ３１ ⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

⽗⺟会の開催が出来ていない。
以前は開催してましたが、出来てなくて代わりに会社のイベ
ントなどを開催し保護者同志の連携を図っています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域との連携がなかなか出来ていない。 児童館等との交流する機会を設けて⾏きたいです。

事業所で避難訓練の開催の周知が保護者に出来ていない。
事業所の便りなどで避難訓練を⾏なっている写真などを載せ
る。

事業所の敷地内に⼤きな公園があり、児童が⾛り回って遊べ
るぐらいのスペースがあります。

公園には⼿作りの遊具を設置（アスレチック/鉄棒/うんて
い）などがあります。

保護者との連携やコミュニュケーションを図るようにしてい
ます。

⽇々の児童の様⼦を連絡帳や送迎時に保護者に伝えたり、モ
ニタリングや来所時に情報共有を⾏うことで職員と保護者と
の信頼関係を深めて⾏きます。

運動プログラム（体感・サーキットトレーニングなど）を通
して活動している。

⽇々のプログラムを児童が飽きないように職員で考え⼯夫し
ています。

事業所における⾃⼰評価総括表公表


